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⑴
こ
と
し
４
月
施
行
の
改
正
事
項

①
雇
用
環
境
整
備
・
個
別
の
周
知
・

意
向
確
認
の
措
置
の
義
務
付
け

　
こ
と
し
４
月
１
日
か
ら
、
従
業
員
や

そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
・
出
産
の
申
出
を

し
た
従
業
員
に
対
し
て
、
事
業
主
か
ら

個
別
に
育
児
休
業
等
に
関
す
る
制
度
周

知
お
よ
び
休
業
の
取
得
意
向
の
確
認
の

た
め
の
面
談
等
の
措
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
育
児
休
業
の
申
出
が
円
滑
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事
業

主
は
育
児
休
業
・
産
後
パ
パ
育
休
に
関

す
る
研
修
の
実
施
や
相
談
体
制
の
整
備

（
相
談
窓
口
設
置
）
等
を
行
な
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
・
介
護

休
業
取
得
要
件
の
緩
和

　
こ
れ
ま
で
、
有
期
雇
用
労
働
者
の
育

児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
要
件
の
う

ち
「
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た

期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
者
」
と
い
う

要
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
以

降
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
無
期
雇
用
労
働

者
と
同
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
労
使
協
定
を
締
結
し
た
場

合
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
勤
続
１
年

未
満
の
者
を
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
は

引
き
続
き
可
能
で
す
（
=
労
使
協
定
が

あ
れ
ば
現
行
の
運
用
と
変
わ
ら
な
い
）。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の

ポ
イ
ン
ト

　
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
０

年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は

12
・
７
％
と
過
去
最
高
で
し
た
が
、
女

性
の
取
得
率
（
81
・
6
％
）
に
比
べ
れ

ば
、
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
こ
と
し
４

月
か
ら
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
促

進
す
る
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
段

階
的
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
は
、
制
度
面
だ
け
で
な
く
、
管

理
職
の
意
識
面
に
つ
い
て
も
変
革
を
働

き
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
（
図
表
１
）。
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“男性育休元年”のことしこそ
進めたい

「管理職の意識改革」
男性の育休取得を促す改正育児・介護休業法が施
行されることしは「男性育休元年」と言われます。
適切な対応ができないとコンプライアンス違反に
なる可能性もあります。管理職が認識しておきた
い改正のポイントと、対応の勘どころを確認します。

【
２
０
２
２
年
４
月
施
行
】

①  

雇
用
環
境
整
備
・
個
別
の
周
知
・

意
向
確
認
の
措
置
の
義
務
付
け

②  

有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
・
介
護

休
業
取
得
要
件
の
緩
和

【
２
０
２
２
年
10
月
施
行
】

①
男
性
版
産
休
制
度
の
新
設

②
育
児
休
業
の
分
割
取
得

【
２
０
２
３
年
４
月
施
行
】

（
従
業
員
１
０
０
０
人
超
企
業
限
定
）

・
育
児
休
業
取
得
率
の
公
表
義
務
付
け
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な
お
、
こ
れ
ま
で
育
児
休
業
中
に
つ

い
て
は
臨
時
的
な
就
労
に
限
り
例
外
的

に
許
可
さ
れ
て
い
る
の
み
で
し
た
が
、

男
性
版
産
休
に
つ
い
て
は
、
労
使
協
定

の
締
結
が
あ
る
場
合
、
育
児
休
業
中
の

一
定
の
就
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
育
児
休
業
の
分
割
取
得

　

こ
れ
ま
で
原
則
１
人
の
子
に
つ
き
１

回
の
み
取
得
可
能
で
あ
っ
た
育
児
休
業

に
つ
い
て
、
こ
と
し
10
月
１
日
以
降
、

男
女
問
わ
ず
２
回
に
分
割
し
て
取
得
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

男
性
は
男
性
版
産
休
と
合
わ
せ
て
最

大
４
回
、
女
性
は
最
大
２
回
に
分
割
し

て
育
児
休
業
が
取
得
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
妻
が
里
帰
り
か
ら
帰
っ

て
き
て
生
活
設
営
が
大
変
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
夫
が
１
回
目
を
取
得
し
、
妻
が
育

児
休
業
か
ら
職
場
復
帰
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
再
度
取
得
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う

に
短
期
間
に
分
割
し
て
柔
軟
に
育
児
休

業
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
産
後
パ
パ
育
休
で
は
、
育
児

休
業
中
に
「
週
２
日
、
月
・
水
に
３
時

間
ず
つ
働
く
」
と
い
っ
た
就
労
も
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
ブ
ラ
ン
ク

が
な
く
な
る
た
め
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
り
、
育
児
休
業
取
得
の
要
望
は

よ
り
増
え
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

管
理
職
が
押
さ
え
て
お
き
た
い

法
改
正
へ
の
対
応
ポ
イ
ン
ト

　

こ
と
し
10
月
以
降
、
管
理
職
は
男
性

を
含
め
た
部
下
か
ら
「
育
児
休
業
を
取

得
し
た
い
…
…
」
と
相
談
さ
れ
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
の
整
備
・
運
用
フ
ロ
ー
の
構
築

等
は
、
人
事
労
務
部
門
が
主
導
し
ま
す

が
、
取
得
等
に
つ
い
て
初
め
に
相
談
さ

れ
る
の
は
現
場
の
管
理
職
で
す
。

　

そ
の
際
、「
そ
ん
な
制
度
あ
っ
た
か

な
？
」「
男
な
の
に
育
児
休
業
を
取
る

の
か
？
」「
奥
さ
ん
が
取
れ
ば
よ
い
の

で
は
？
」
と
い
っ
た
対
応
を
し
た
場

合
、
育
児
に
関
連
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
し
て
問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
11
条
、
育

児
・
介
護
休
業
法
25
条
）。

　

実
際
に
企
業
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案

を
見
る
と
、
管
理
職
が
一
次
対
応
を
誤

っ
た
た
め
に
発
生
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

ひ
と
昔
前
な
ら
通
じ
た
よ
う
な
価
値

観
の
ま
ま
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
リ

ス
ク
を
内
包
し
て
い
る
と
い
え
、
こ
れ

を
機
に
知
識
・
価
値
観
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴�

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
法
制
度

を
理
解
し
よ
う

　

今
後
、
管
理
職
に
は
、
従
業
員
の
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
制
度
へ
の

理
解
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
（
40
㌻
図

表
２
）。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介

護
休
業
法
に
お
い
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
同
様
に
、
妊
娠
、
出
産
、
産
前
産

後
休
業
、
育
児
休
業
等
を
理
由
と
し
た

⑵
こ
と
し
10
月
施
行
の
改
正
事
項

①
男
性
版
産
休
制
度
の
新
設

　

子
の
出
生
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間

ま
で
、
分
割
し
て
２
回
ま
で
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
男
性
版
産
休
（
産
後

パ
パ
育
休
）
制
度
」
が
新
設
さ
れ
、
こ

と
し
10
月
１
日
以
降
適
用
さ
れ
ま
す
。

図表１　 改正前後の制度の概要

申出期限

分割取得

休業中の就業

1歳以降の延長

1歳以降の再取得

対象期間
取得可能日数

産後パパ育休（R4.10.1～）

子の出生後８週間以内に
４週間まで取得可能

原則子が1歳
（最長2歳）まで

原則子が1歳
（最長2歳）まで

原則休業の２週間前まで 原則１か月前まで 原則１か月前まで

分割して２回取得可能
（初めにまとめて申し出るこ
とが必要）

原則分割不可

原則就業不可

育休開始日を柔軟化

特別な事情がある場
合に限り再取得可能 再取得不可

育休開始日は1歳、
1歳半の時点に限定

原則就業不可

育休制度
（R4.10.1～）

育休制度
（現行）育休とは別に取得可能

労使協定を締結している場
合に限り、労働者が合意し
た範囲     で休業中に就業
することが可能

分割して２回取得可
能（取得の際にそれぞ
れ申出）

※１　雇用環境の整備などについて、今回の改正で義務付けられる内容を上回る取組みの実施を労使協定で定めている場
合は、１か月前までとすることができる。

※２　具体的な手続きの流れは、以下の①～④のとおり。
①労働者が就業してもよい場合は、事業主にその条件を申出　②事業主は、労働者が申し出た条件の範囲内で候補
日・時間を提示（候補日等がない場合はその旨）　③労働者が同意　④事業主が通知
なお、就業可能日等には上限あり。  ●休業期間中の所定労働日・所定労働時間の半分　●休業開始・終了予定日を就
業日とする場合は当該日の所定労働時間数未満
例）所定労働時間が１日８時間、１週間の所定労働日が５日の労働者が、休業２週間・休業期間中の所定労働日10
日・休業期間中の所定労働時間80時間の場合➡就業日数上限５日、就業時間上限40時間、休業開始・終了予定日
の就業は８時間未満　

※１

※2
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解
雇
、
不
利
益
な
異
動
、
減
給
、
降
格

等
の
不
利
益
な
取
扱
い
を
行
な
う
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
９
条
、
育
児
・
介
護
休
業
法

10
条
）。
育
休
等
は
い
わ
ゆ
る
「
福
利

厚
生
」
で
は
な
く
、
法
律
で
認
め
ら
れ

た
従
業
員
の
当
然
の
権
利
で
あ
る
こ
と

を
周
知
し
ま
し
ょ
う
。

⑵�

男
女
問
わ
ず
求
め
ら
れ
る
育
児

中
の
従
業
員
へ
の
配
慮

　

育
児
中
に
は
女
性
従
業
員
だ
け
で
な

く
男
性
従
業
員
も
利
用
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
短
時
間
勤
務
制
度

　

３
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
、
短
時
間
勤

務
の
措
置
（
１
日
原
則
６
時
間
）
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
所
定
外
労
働
の
免
除

　

３
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
従
業
員
が
請
求
し
た
場
合
、
所
定
外

労
働
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
時
間
外
労
働
・
深
夜
労
働
の
制
限

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
従
業
員
が
請
求
し
た
場
合
、
１
か
月

24
時
間
、
１
年
１
５
０
時
間
を
超
え
る

時
間
外
労
働
、
深
夜
（
22
時
～
５
時
）

業
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
子
の
看
護
休
暇

　

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
従

図表 2　 従業員が利用できる産休・育休制度等

妊娠中の女性が請求した場合には、会社には他の軽易な業務に転換させなければな
らない義務がある。
事業主は、女性労働者が妊産婦のための保健指導または健康診査を受診するために
必要な時間を確保することができるようにしなければならない。
・妊娠満23週まで……４週間に１回
・妊娠満24週から満35週まで……２週間に１回
・妊娠満36週から出産まで……１週間に１回
・産後１年までは、その間に１回(医師等の特別な指導があった場合は、指示された回数)
妊娠中および産後１年以内の女性が、健康診査等を受け、医師等から指導を受けた
場合、受けた指導を守ることができるようにするために、会社は通勤緩和や勤務時間
短縮等の必要な措置を講じる必要がある。
妊娠中および産後１年以内の女性が請求した場合には、時間外労働、休日労働、ま
たは深夜業をさせることはできない。
６週間(多胎妊娠の場合は14週間)以内に出産予定の女性従業員が請求した場合は
休業を認める必要がある。
出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間は請求の有無にかかわらず必ず
休業させる必要がある（ただし、産後６週間を経過した従業員が請求した場合において、
医師が支障がないと認めた業務に就かせるときは、この限りではない）。
満１歳未満の子供を育てる女性従業員の請求があれば、通常の休憩時間とは別に、
原則として１日２回各30分以上（労働時間が４時間以内の場合は１日１回30分）の育
児時間を付与する必要がある。
子が１歳（一定の場合は、最長で２歳）に達するまで（父母ともに育児休業を取得する場
合は、子が１歳２か月に達するまでの間の１年間＜パパ・ママ育休プラス＞）休業できる。

３歳に達するまでの子を養育する労働者について、希望すれば利用できる短時間勤
務の措置（１日原則６時間）を講じる必要がある。

３歳に達するまでの子を養育する労働者が請求した場合、所定外労働を制限する必
要がある。

小学校就学前までの子を養育する労働者が請求した場合、１か月24時間、１年150
時間を超える時間外労働、深夜（22時～５時）業を制限する必要がある。

小学校就学前までの子が１人であれば年５日、２人以上であれば年10日を限度とし
て看護休暇の取得を認める必要がある（時間単位でも取得可）。

〇 （契約期間中）

〇 （契約期間中）

〇 （一定要件あり）

妊娠中の
軽易業務転換

時間外・休日・
深夜労働の制限

時間外労働・
深夜労働の制限

産前休業

産後休業

育児時間

育児休業

子の看護休暇

短時間勤務制度

所定外労働の
免除

通勤緩和等の
措置

保健指導・妊婦
健診を受けるた
めの時間の確保

制度名

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

詳　細 根拠法令 有期雇用者の制度利用 男性
取得

労働基準法

労働基準法

労働基準法

労働基準法

労働基準法

育児・介護休業法

育児・介護休業法

育児・介護休業法

育児・介護休業法

育児・介護休業法

男女雇用機会
均等法

男女雇用機会
均等法

〇

〇

〇

〇

〇

（労使協定により、週所定
労働日数が2日以下の者
等の除外要件あり）

〇
〇

〇

〇

〇

〇

（労使協定により、週所定
労働日数が2日以下の者
等の除外要件あり）

〇

（週所定労働日数が2日以
下の者等の除外要件あり）
（労使協定により、週所定
労働日数が2日以下の者
等の除外要件あり）

〇

〇

妊娠 出産 子1歳 子３歳 小学校入学

①妊娠中の軽易業務転換
②保健指導・妊婦健診を受けるための時間の確保
③通勤緩和等の措置
④時間外・休日・深夜労働・変形労働時間制・危険有害業務の制限

⑤産前休業 ⑥産後休業

⑦育児時間

⑨短時間勤務制度
⑩所定外労働の免除
⑪時間外労働・深夜労働の制限
⑫子の看護休暇

⑧育児休業 （保育所利用不可等であれば最大2歳まで延長可能）

:女性のみが対象

:男性のみが対象

:男女ともに対象
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ば
す
ぐ
に
連
絡
を
」
と
周
知
し
て
お
く

こ
と
で
、
現
場
レ
ベ
ル
で
発
生
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
等
を
防
ぐ
こ
と
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

相
談
窓
口
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
て
い

な
い
企
業
は
多
い
よ
う
で
す
。
制
度
の

複
雑
化
や
、
男
性
を
含
め
よ
り
多
く
の

従
業
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
可
能

性
が
高
ま
る
な
か
、
人
事
部
門
と
現
場

の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
相
談
窓
口
の
対
応
範
囲
を

広
げ
、
管
理
職
の
疑
問
に
も
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
役
割
を
持
た
せ
る
こ

と
が
有
効
な
方
法
と
考
え
ま
す
。

◇

　

法
律
上
当
然
に
取
得
可
能
な
制
度
が

適
切
に
運
用
さ
れ
な
い
場
合
、
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
低
下
や
人
材
の
流
出
等

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
と
い
う
従
業
員
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
会
社
が
ど
う
い
う
対

応
を
取
る
か
が
、
従
業
員
と
の
信
頼
関

係
構
築
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
法
律
の
定
め
だ
か
ら
対
応
す
る
」

と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
自

社
の
制
度
・
体
制
が
十
分
な
も
の
か
見

直
す
と
と
も
に
、
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
、
管
理
職
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

全
社
で
意
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
機

会
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。　
　

業
員
が
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
小
学

校
就
学
前
の
子
が
１
人
の
場
合
は
年
５

日
、
２
人
以
上
の
場
合
は
年
10
日
、
病

気
・
け
が
を
し
た
子
の
看
護
等
の
た
め

に
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

育
児
中
の
配
慮
と
い
う
と
、
女
性
だ

け
に
行
な
う
も
の
と
い
う
固
定
観
念
を

持
つ
人
も
少
な
く
な
い
で
す
が
、
男
性

も
同
様
に
時
短
勤
務
等
の
措
置
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
も
し
男
性
従
業
員
か
ら

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
労
働

基
準
法
上
の
管
理
監
督
者
の
場
合
に

は
、
短
時
間
勤
務
、
所
定
外
労
働
の
免

除
、
時
間
外
労
働
の
免
除
は
対
象
外
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　

現
場
の
管
理
職
レ
ベ
ル
で
、
そ
の
権

利
を
阻
害
す
る
よ
う
な
言
動
が
な
い
か

気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶�

妊
娠
・
出
産
の
報
告
を
受
け
た

際
の
留
意
点

　

男
性
の
部
下
か
ら
、配
偶
者
の
妊
娠
・

出
産
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
間

違
っ
て
も
「
こ
の
忙
し
い
時
期
に
困
る

な
…
…
」「
男
性
で
育
児
休
業
を
取
っ

た
人
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い

…
…
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
心
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と

い
う
一
言
を
か
け
る
こ
と
が
第
一
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
と
し
４
月
か
ら

義
務
付
け
ら
れ
た
、
育
児
休
業
等
に
関

す
る
制
度
周
知
・
休
業
の
取
得
意
向
確

認
の
措
置
を
念
頭
に
、
管
理
職
か
ら
、

育
休
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
を
用
い
な
が
ら
制
度
を
周
知

し
た
り
、
育
休
取
得
の
意
向
確
認
を
行

な
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
制
度
の
細
か
な
部
分
に
つ

い
て
す
べ
て
の
管
理
職
が
十
分
に
理
解

し
て
説
明
で
き
る
か
と
い
う
と
、
実
際

に
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
本
人
同
意
の

も
と
、
人
事
部
門
に
情
報
提
供
を
行
な

い
、
人
事
部
門
か
ら
制
度
周
知
・
休
業

取
得
の
意
向
確
認
を
行
な
う
、
と
い
う

よ
う
な
人
事
部
門
に
一
元
化
す
る
フ
ロ

ー
を
導
入
す
る
の
が
現
実
的
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
報
告
を
受
け
た
あ
と
は
、
管

理
職
が
主
導
し
て
定
期
的
な
面
談
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
休
業

ま
で
の
引
継
ぎ
や
今
後
の
働
き
方
の
す

り
合
わ
せ
を
行
な
い
ま
す
。
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
に
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
情
報

を
ど
こ
ま
で
公
開
す
る
か
は
本
人
と
相

談
の
う
え
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
・
育
児
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
同
僚
同
士
や
部
下
か
ら
上
司
に

対
し
て
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
管

理
職
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で
不
適
切
な
言

動
の
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
で
生
じ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
管
理
職
が
独
断
で
対
応
す
る
こ
と

は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
の
で
、
必
ず

人
事
に
判
断
を
仰
ぐ
フ
ロ
ー
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

　

こ
と
し
４
月
か
ら
「
育
児
休
業
を
取

得
し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整
備
」
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
相
談
窓
口

を
設
置
し
た
企
業
は
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
相
談
窓
口
を
、
現
場
の
管
理

職
が
部
下
の
育
児
休
業
等
取
得
に
お
け

る
疑
問
や
懸
念
点
を
解
消
で
き
る
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
も
機
能
さ
せ
、「
些

細
な
疑
問
や
対
応
に
困
る
こ
と
が
あ
れ

て
ら
し
ま　
ゆ
き
　
楽
天
㈱
の
内
部
統
制
業
務
、
社
労
士
事
務
所
勤
務
を
経
て
独
立
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
一
部
上
場
企
業
ま
で
幅
広
く
人
事

労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
う
。
著
書
に
『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！
　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
労
務
管
理
』
な
ど
。

図表３　 妊娠・出産報告を受けた際の留意点

まずは心からの「おめでとう」の気持ちを伝える
育児休業等に関する制度周知・休業の取得意向確認の措
置のために本人同意のうえ人事部門に情報提供を行なう
定期的な面談・コミュニケーションをとる
・体調について
・現在の働き方について
・復職後の働き方について
周囲への事情の公開の範囲・伝え方を本人と相談する
言動がハラスメントに該当しないか、十分に気をつける
知らないことに独断で対応するのはやめる（不明点があ
れば人事等に相談して対応）
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